
◆主な記事◆
◎外環道計画「青梅街道インターチェン
ジ」について …………………… １・２面
◎ＩＴ講習会 …………………………３面
◎「杉並区自治基本条例」施行 ……８面
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守ろう環境　マイバッグ古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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　１５年３月、国土交通省と都は、「東京外かく環状道路(関越道～東名高速間)に関す
る方針」を公表しました。この中では、「インターチェンジについては、今後、地
元の意向等を踏まえながら設置の有無について検討する。その際、青梅街道インタ
ーチェンジ（以下「青梅街道ＩＣ」とする）については、さらに地元の意向を把握
していく」とされています。
　区は、青梅街道ＩＣ設置の有無は、区民生活や周辺地域の環境などに与える影響
が大きいと考え、このインターチェンジへの対応の検討は､多くの区民の皆さんから
意見をお聴きしながら進めていきたいと考えています。
　そこで、アンケート調査を実施します。「１・２面のハガキ」または「区ホーム
ページ」に記入の上、５月２１日までに都市計画課までお寄せください。なお、本ア
ンケートに関する資料（インターチェンジ出口部分のイメージ図など）は、区ホー
ムページと、区民事務所・分室、荻窪サービスコーナーでご覧になれます。
（２面につづく）　　　　　　　　　　　　　　――問い合わせは、都市計画課へ。
◇計画地周辺の区民の皆さんの「意見を聴く会」を開催します
　�５月１５日�午後７時～�桃井第四小学校（善福寺３‐３‐５）�当日、直接会
場へ
時 場 申
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�太線にそって切り取り、しっかりとのりづけしてください。

�
外
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杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年５月１日（木曜日）

　記入後、太線に沿って切り
取り、のりづけして５月２１日
πまでにポストに投かんし
てください（切手は不要で
す）。
　ご意見は、このほか、手紙・
ハガキ・ファクスFAX５３０７‐
０６８９、区ホームページ
（http://www.city.suginami.
tokyo.jp/）でも受け付けて
います。

〈想定される効果と影響〉
影　　　響効　　　果

�生活に与える影響
　杉並区側に約１７０棟の家屋の移転
が発生し、住環境に大きな変化が生
じます。　
�周辺環境や交通への影響
　インターチェンジ付近の道路で
は、１日当たり約１．８万台の車両がイ
ンターチェンジを利用することによ
って、交通集中や排出ガス・騒音・
振動の影響が生じる可能性がありま
す。　
�地下水への影響
　開削工法によるインターチェンジ
設置工事のため、地下水の流れに影
響が生じる可能性があります。

�環状八号線の交通量減少
　１日あたりの交通量は、外環道がな
い場合約６．１万台、ある場合約５．０万台
となります。インターチェンジ設置の
場合約４．４万台となり、約６千台の交通
量が減少します。　
�生活道路の安全性が向上
　環状八号線の交通量が減ることで、
生活道路に入りこんでいた通過交通が
減り、生活道路の安全性が向上します。　
�利便性の向上
　外環道周辺地域では、中央自動車道
などの高速道路への到達時間が１５分程
度短縮します。

※以上の事項は、国および都により公表された資料に基づき記載したものです。
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　外環道（東京外かく環状道路）は、東京都および埼玉・千葉の両県に
またがり、都心から約１５‹の圏域を環状に連絡する延長約８５‹の都市計
画道路です。
　都における区間は、昭和４１年７月３０日に都市計画決定されました。区
内では善福寺・西荻北および久我山地域に約１．４‹が計画されています。
現在、関越道から常磐道まで（埼玉区間）はすでに開通しており、常磐
道から東関道まで（千葉区間）は整備が進められています。しかし、関
越道から東名高速まで（東京区間）の約１６‹（杉並区を含む）について
は、昭和４５年に建設大臣が「地元と話し得る条件の整うまでは強行すべ
きではない」旨の発言をしたことを受けて、現在未整備のままです。
　その後、平成１３年に外環道計画の「たたき台」が発表され、高架構造
から地下構造に変更する案が提案されました。それに対し、区は、区民
生活や周辺地域へ多大な影響を与えることが予想されることから、「その
整備にあたっては、周辺地域の環境への配慮と住民との合意形成を図る
ことが重要である」と、国土交通省と都に対し要請しています。

（青梅街道ＩＣに関する抜粋・１５年３月公表）
〇外環整備は喫緊の課題で１日も早い整備が望まれるため､早く安く
完成できるよう十分考慮し、沿線や地上部への影響を小さくするた
め、極力、大深度地下（※）を活用する。
〇インターチェンジについては、今後地元の意向などを踏まえながら、
設置の有無について検討する。その際、設置要望のあった青梅街道
インターチェンジについては、さらに地元の意向を把握していく。
その他のインターチェンジについては、ジャンクション構造の一体
的活用について検討する。
〇沿線の住民や自治体などの関係者から幅広い意見や意向を把握する
ため、模型などを活用したわかりやすい資料や情報の提供を行う。
※大深度地下…大深度地下使用法では、次のAまたはBのうち、いず
れか深い方の地下とされています。
　A地表面から４０ｍ以上の深い地下。
　B建築物の基礎の設置のための利用が通常行われない深さ（支持地

盤（建築物の重さを支える地盤）上面から１０ｍ以深）。
　なお、大深度地下は通常利用されない空間なので、公共の利益とな
る事業のために使用権を設定しても、原則として、事前に補償を行
うことはありません。

皆さんのご意見を皆さんのご意見を
お寄せくださいお寄せください

外環道計画「青梅街道外環道計画「青梅街道
インターチェンジ」にインターチェンジ」に
ついてついて

東京外かく環状道路計画とは東京外かく環状道路計画とは

国土交通省と都の外環に関する方針
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年５月１日（木曜日）
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���（ＮＰＯ法人「シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹」杉並支部）�・�〒１６６‐００１５成田東４‐９‐１４�・FAX５９３２‐１８９５申 問

定員開催時間
日　　　程コース

番号会　場　名

【はじめよう電子メール・インターネ
ット】
　�マウス操作、文字入力、インター
ネット、電子メール操作までグループ
でゆっくり楽しく受講できます�初め
て パソコンに触れる初心者�１万円
＋テキスト代１２００円

内

対
費

６日目５日目４日目３日目２日目１日目
１０午前１０：００～正午６/２７ª６/２６∫６/２５π６/２０ª６/１８π６/１７∏１０１

永福図書館
（永福４‐２５‐７）

１０午後２：００～４：００６/２７ª６/２６∫６/２５π６/２０ª６/１８π６/１７∏１０２
１０午前１０：００～正午８/１５ª８/１４∫８/１３π８/８ª８/７∫８/６π１０３
１０午後２：００～４：００８/１５ª８/１４∫８/１３π８/８ª８/７∫８/６π１０４

１０午前９：３０～午後０：３０――７/２７∂７/２０∂７/１３∂７/６∂１０５成田図書館
（成田東３‐２８‐５）

１０午前１０：００～正午７/４ª７/１∏６/２７ª６/２４∏６/２０ª６/１７∏１０６
阿佐谷図書館
（阿佐谷北３‐３６‐１４）

１０午後２：００～４：００７/４ª７/１∏６/２７ª６/２４∏６/２０ª６/１７∏１０７
１０午前１０：００～正午８/２２ª８/１９∏８/１５ª８/１２∏８/８ª８/５∏１０８
１０午後２：００～４：００８/２２ª８/１９∏８/１５ª８/１２∏８/８ª８/５∏１０９

��������	
�����・�〒１６７‐００２２下井草５‐１８‐１５井荻書店ビル３Ｆ�５３０３‐６５４０FAX５３０３‐６５４２申 問

１０午後２：００～５：００――６/２７ª６/２４∏６/２０ª６/１７∏２０１

井草地域区民センター
（下井草５‐７‐２２）

【はじめよう！パソコン】
　�パソコンの基本とルール、文字の
入力、インターネットで情報検索、電
子メールでコミュニケーション、セキ
ュリティ対策、トラブル解決法など�
初めてパソコンに触れる方�９０００円＋
テキスト代１５００円

内

対
費

１０午後６：００～９：００――６/２７ª６/２４∏６/２０ª６/１７∏２０２
１０午前９：００～正午――８/１０∂８/９º８/３∂８/２º２０３
１０午後２：００～５：００――８/１０∂８/９º８/３∂８/２º２０４
１０午後２：００～５：００――８/１５ª８/１４∫８/１３π８/１２∏２０５

１０午前１０：００～正午７/２０∂７/１９º７/１３∂７/１２º７/６∂７/５º２０６西荻地域区民センター
（桃井４‐３‐２）

１４午後２：００～４：００７/１１ª７/１０∫７/９ª７/４ª７/３∫７/２π２０７柿木図書館
（上井草１‐６‐１３）

１０午前１０：００～正午７/２５ª７/２３π７/１８ª７/１６π７/１１ª７/９π２０８高円寺図書館
（高円寺南２‐３６‐２５）

１０午前９：３０～午後０：３０――８/８ª８/７∫８/６π８/５∏２０９宮前図書館
（宮前５‐５‐２７） １０午前９：３０～午後０：３０――８/１５ª８/１４∫８/１３π８/１２∏２１０

１０午前９：３０～午後０：３０――８/１３π８/８ª８/６π８/１ª２１１西荻図書館
（西荻北２‐３３‐９）

１０午前９：３０～午後０：３０――７/２９∏７/２５ª７/１８ª７/１５∏２１２下井草図書館
（下井草３‐２６‐５）

１０午前１０：００～午後１：００――８/２４∂８/１７∂８/１０∂８/３∂２１３高井戸図書館
（高井戸東１‐２８‐１） １０午後１：００～３：００８/２２ª８/２０π８/１５ª８/１３π８/８ª８/６π２１４

１０午後２：００～５：００――６/２９∂６/２８º６/２２∂６/２１º２１５

井草地域区民センター【楽しもう！パソコン】
　�パソコンの基本と文字入力の復
習、インターネットで情報検索、電子
メールの使いこなし、セキュリティ対
策、アプリケーションソフトの世界、
トラブル解決法など�パソコンに少し
触ったことがある方�９０００円＋テキス
ト代１５００円

内

対
費

１０午後６：００～９：００――８/２５∑８/１８∑８/１１∑８/４∑２１６
１０午後６：００～９：００――８/１５ª８/１４∫８/１３π８/１２∏２１７
１０午前９：００～正午――８/２８∫８/２７π８/２６∏８/２５∑２１８
１０午後２：００～５：００――７/２９∏７/２２∏７/８∏７/１∏２１９西荻地域区民センター
１４午後５：４５～７：４５７/１１ª７/１０∫７/９π７/４ª７/３∫７/２π２２０柿木図書館
１０午後１：００～３：００７/２５ª７/２３π７/１８ª７/１６π７/１１ª７/９π２２１高円寺図書館
１０午前９：３０～午後０：３０――８/２９ª８/２７π８/２２ª８/２０π２２２宮前図書館
１０午後１：３０～４：３０――８/１３π８/８ª８/６π８/１ª２２３西荻図書館
１０午後１：３０～４：３０――７/２９∏７/２５ª７/１８ª７/１５∏２２４下井草図書館
１０午後４：００～６：００８/２２ª８/２０π８/１５ª８/１３π８/８ª８/６π２２５高井戸図書館
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２０午後２：００～４：００７/１０∫７/９π７/８∏７/３∫７/２π７/１∏３０１中央図書館
（荻窪３‐４０‐２３）

【Ａコース】
　�パソコンの基本操作と電子メール
の送受信・インターネットの見方。ゆ
っくり進みますので、高齢の方も安心
して参加できます�パソコンはまった
く初めての方�５０００円＋テキスト代
１０００円

内

対
費

２０午前１０：００～正午７/１０∫７/９π７/８∏７/３∫７/２π７/１∏３０２
中央図書館

【Ｂコース】
　�パソコンの基本操作と文書作成、
電子メール・インターネットの保存、
ファイルやフォルダーの管理、お気に
入りの登録など�パソコンを始めたば
かりの方�５０００円＋テキスト代１０００円

内

対
費

２０午後１：３０～４：３０――７/２７∂７/２０∂７/１３∂７/６∂３０３

１２午前１０：００～正午７/２５ª７/２３π７/１８ª７/１６π７/１１ª７/９π３０４南荻窪図書館
（南荻窪１‐１０‐２） １２午後２：００～４：００７/２５ª７/２３π７/１８ª７/１６π７/１１ª７/９π３０５

２０午前９：３０～午後０：３０――７/２７∂７/２０∂７/１３∂７/６∂３０６中央図書館

【Ｃコース】
　�電子メールへのファイルの添付や
機能の使いこなし、インターネットの
さまざまな活用法�マウスやキーボー
ドなどの基本操作をできる方�５０００円
＋テキスト代１０００円

内

対
費

��������	
����������・�〒１６７‐００２３上井草４‐１６‐１４　ＩＴスクエア杉並事務局　山中義昭�・FAX５９３２‐６３２１（午後１０時まで）申 問

２０午前９：３０～午後０：３０――７/４ª７/３∫７/２π７/１∏４０１

社会教育センター
（梅里１‐２２‐３２）

【ＩＴ初心者講習会】
　�パソコンの仕組みやＷｉｎｄｏｗ
ｓ操作、文字の入力、電子メールの仕
組みや送受信、インターネットの入門
�パソコン初心者�５０００円（テキスト
代を含む）

内

対 費

２０午後１：３０～４：３０――７/３１∫７/３０π７/２９∏７/２８∑４０２

２０午後６：１５～８：４５―７/４ª７/３∫７/２π７/１∏６/３０∑４０３

２０午後６：１５～８：４５―７/３１∫７/３０π７/２９∏７/２８∑７/２７∂４０４

２０午後１：３０～４：３０――７/４ª７/３∫７/２π７/１∏４０５【初心者シニア講習会】
　�「ＩＴ初心者講習会」と同じ�６０
歳以上のパソコン初心者�５０００円（テ
キスト代を含む）

内 対
費

２０午前９：３０～午後０：３０――７/３１∫７/３０π７/２９∏７/２８∑４０６

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

今年度から、ＮＰＯ団体やボランティアグループと区が協働して実施します。 
　�下表のとおり�区内在住・在勤・在学で２０歳以上の方�往復ハガキ（４面記入例参照）に昼
間の連絡先、希望コース番号（第２希望まで、ただし第１希望と同じ団体のものに限る）、自宅
パソコンの有無、キャンセル待ち希望の有無と、在勤・在学の方は勤務先または学校の名称・所
在地も書いて、５月１４日（消印有効）までに各実施団体へ（抽選）�各実施団体または社会教育
スポーツ課IT講習担当�A会場によって主催団体が異なりますB区役所では受付をしていませ
んC実施団体については、各会場のチラシ、区ホームページでご案内していますD車での来場は
ご遠慮ください。また、バイク、自転車も会場によっては駐車場が用意できない場合があります

内 対 申

問

他

（６～８月開催分）

１５年度第１期

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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者
福
祉
会
館
�
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で　

歳
以
上
の
方
�

１８

�
の
み
二
〇
名
（
抽
選
）
�
無

料
（
�
の
み
二
五
〇
〇
円
）
�

�
は
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
は

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

で
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１５

に
障
害
者
福
祉
会
館
運
営
協
議

会
事
務
局
（
〒　

‐
０
０
７
２

１６８

高
井
戸
東
４
―　

―
５
）
へ
�

１０

同
事
務
局
�
３
３
３
２
‐
６
１

２
１　

３
３
３
５
‐
３
５
８
１

FAX

�
　

�
５
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１７

３
時　

分
（
区
後
援
）
�
河
北

３０

総
合
病
院
新
館
地
下
食
堂
（
阿

佐
谷
北
１
―
７
―
３
）
�
河
北

総
合
病
院
副
院
長
・
鈴
木
博
之

（
整
形
外
科
）
�
七
〇
名
�
無

料
�
・
�
電
話
で
、
河
北
総
合

病
院
企
画
開
発
課
�
３
３
３
９

‐
３
６
０
２
へ
�
�
同
院
理
学

療
法
士
に
よ
る
体
操
方
法
に
つ

い
て
の
話
も
あ
り
ま
す
�
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
精
神
保
健
学
級 

た
よ
っ
て
し
ま
う
生
き

方
・
た
よ
ら
れ
て
し
ま

う
生
き
方 

―
パ
ー
ト
ナ
ー
に
影
響
さ
れ

な
い
生
き
方
を
探
ろ
う

　

�
・
�
５
月　

日
�
＝
家
族

３０

機
能
に
つ
い
て
―
精
神
科
医
の

立
場
か
ら
（
精
神
科
医
・
吉
永

陽
子
）、６
月
６
日
�
＝
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
体
験
（
ワ
ー
カ
ー
・
井

上
薫
）
／
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
�
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

３０
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）
�
無
料
�
両
日
参
加
で
き

１７る
方
�
三
〇
名
�
電
話
で
、
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

対

定
費

申問

�
河
北
総
合
病
院
公
開
講
座

 
膝 
の
痛
み
の
治
療
と
予
防

ひ
ざ

時

場師

定

費

申

問

他

時

内場
費

対

定

申

四
階
）
�
一
五
名
�
一
〇
〇
〇

円
（
資
料
代
含
む
）
�
・
�
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
同
セ

ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３
９
３

９　

５
３
０
６
‐
６
５
９
７
へ

FAX
（
先
着
順
）

マ
マ
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
講
習
会

　

子
育
て
中
の
マ
マ
の
た
め

に
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
託
児

付
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
行
い
ま

す
。（
区
後
援
）

　

�
�
５
月　

日
�
午
前　

時

１６

１０

〜
正
午
�　

日
�
・　

日
�
午

２３

３０

前　

時
〜
午
後
０
時　

分
�
杉

１０

３０

並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

）
�
�
ウ
ィ
ン
ド

４７

１７

ウ
ズ
入
門
�
ワ
ー
ド
入
門
�
各

回
八
名
（
抽
選
）
�
�
一
〇
〇

〇
円
�
二
〇
〇
〇
円
／
託
児
＝

子
ど
も
一
人
一
日
五
〇
〇
円

（
保
険
料
含
む
）、テ
キ
ス
ト
代

＝
実
費
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
で
、
５
月　

日
ま
で

１２

に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
∞
遊（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１７ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
気
付
）

へ
�
小
杉
�
０
９
０
‐
９
８
０

７
‐
６
６
４
２
、
対
馬
�
０
９

０
‐
９
８
４
７
‐
０
６
６
７

要
約
筆
記
講
習
会

　

聴
覚
障
害
者
お
よ
び
高
齢
難

聴
者
へ
の
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
方
法
を
学

び
ま
す
。

　

�
・
�
�
要
約
筆
記
の
概
要

説
明
と
体
験
講
座
＝
５
月　

日
１７

�
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

�
要
約
筆
記
講
習
会
＝
６
月
４

日
〜
９
月　

日
の
毎
週
水
曜
日

２４

午
後
２
時
〜
４
時
（
８
月　

日
１３

を
除
く
・
計
一
六
回
）
�
障
害

定

費
申

問

時

場

内

定

費

申

問内

時

場

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
杉
並
第
一

三
団
・
平
尾
�
５
９
３
６
‐
３

１
３
８

��
科
学
館
公
開
講
座 

環
境
問
題
最
前
線 

―
身
近
な
環
境
・
私
た
ち
が

今
で
き
る
こ
と

　

今
、
人
間
が
自
然
と
共
生
す

る
た
め
に
、
何
を
な
す
べ
き
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

�
５
月　

日
�
午
後
２
時　

１０

３０

分
〜
４
時
�
科
学
館
（
清
水
３

―
３
―　

）
�
北
里
大
学
薬
学

１３

部
助
教
授
・
漆
原
敏
之
�
二
二

〇
名
�
・
�
電
話
で
、
科
学
館

�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１
へ

�
郷
土
史
講
座 

甲
州
・
青
梅
両
街
道
と

杉
並
地
域 

―
そ
の
歴
史
的
意
義
を
探
る

　

�
５
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
杉
並
郷
土
史
会
委
員
・
北
川

政
次
、
同
会
会
長
・
原
田
弘
�

七
〇
名
�
五
〇
〇
円
（
会
員
＝

三
〇
〇
円
）
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
杉
並
郷
土
史
会
・
原
田

弘
�
３
３
１
２
‐
６
６
２
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
各
種
講
座

　

�
・
�
�
５
月　

日
�
＝
Ｎ

１４

Ｐ
Ｏ
入
門
講
座
�　

日
�
＝
Ｎ

１５

Ｐ
Ｏ
法
人
の
経
理
（
講
義
）
�

　

日
�
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
経
理

２０（
実
務
）
�　

日
�
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

２２

法
人
の
税
務
／
午
後
６
時　

分
３０

〜
８
時　

分
�
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

３０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　
４７

１７

費

申

問
時

場
師

定

申

問

時

場

師

定

費

申

問
時

内

場

紀
子
、
鏡
五
郎
、
西
方
裕
之
、

裕
子
と
弥
生
、
田
島
喜
男
（
司

会
）
�
六
〇
〇
〇
円
�
・
�
電

話
で
、
渥
美
二
郎
後
援
会
事
務

局
�
３
３
４
１
‐
６
０
２
６
へ

�
収
益
金
は
全
額
、
日
本
赤
十

字
社
と
神
戸
新
聞
く
す
の
き
基

金
に
寄
付
し
ま
す

�
　

初
夏
の
目
黒
自
然
教
育
園
で

の
自
然
観
察
で
す
。（
区
後
援
）

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
集

２１

１０

合
�
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅

改
札
口
�
五
〇
名
（
抽
選
）
�

五
〇
〇
円
（
保
険
料
・
資
料
代

な
ど
）
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
・
連
名
可
）
で
、
５
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
公
園
緑

１０地
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ
�
み

ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
杉
並
自

然
観
察
の
会
・
六
車

    

�
０
９
０
‐

む
ぐ
る
ま

６
７
１
９
‐
３
５
１
６
（
午
後

６
時
以
降
）

阿
佐
谷
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト

　

�
５
月　

日
�
・　

日
�
午

１０

１１

前　

時
〜
午
後
４
時（
区
後
援
）

１０
�
神
明
宮
境
内
（
阿
佐
谷
北
１

―　

―
５
）
�
区
内
で
生
産
さ

２５
れ
た
鉢
花
・
植
木
類
・
野
菜
の

展
示
即
売
会
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
同
実
行
委
員
会
�
３
３

３
８
‐
５
１
６
２
�
当
日
は
、

買
物
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
お
い
し
い

野
外
料
理
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
活
動
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

（
区
後
援
）

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

午
後
１
時
�
大
宮
八
幡
宮
ス
カ

ウ
ト
の
森（
大
宮
２
―
３
―
１
）

費

申

問

他初
夏
の
チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ

に 
逢 
う

あ時場

定

費

申

問

時
場

内申

問

他

時

場

書
い
て
、
５
月　

日
（
必
着
）

１６

ま
で
に
在
日
ハ
イ
チ
大
使
館

（
〒　

‐
０
０
３
１
港
区
西
麻

１０６

布
４
―　

―　

第
三
八
興
和
ビ

１２

２４

ル　

�
３
４
８
６
‐
７
０
９
６

９０６

　

３
４
８
６
‐
７
０
７
０
、
Ｅ

FAXメ
ー
ルh

a
itie
m
b
@
fa
2
.s

o
-n
e
t.n
e
.jp

）
へ

�
杉
並
弦
楽
合
奏
団 

定
期
演
奏
会　

　

�
５
月　

日
�
午
後
３
時
開

２４

演
（
２
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
出
演
＝
深
山
尚
久

２２

３２

（
指
揮
）、杉
並
弦
楽
合
奏
団
▽

曲
目
＝
バ
ル
ト
ー
ク
＝
ル
ー
マ

ニ
ア
民
族
舞
曲
、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
＝
弦
楽
の
た
め
の
交
響

曲
第　

番
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝

１１

デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
Ｋ
・

　

�
五
六
八
名
（
先
着
順
）
�

１３７無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

杉
並
弦
楽
合
奏
団
・
鳥
井
�
３

３
３
４
‐
８
４
３
４

子
ど
も
の
た
め
の
２
０
０
３

年
春
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１１

午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は　
１１

日
�
に
順
延
・
区
後
援
）
�
善

福
寺
川
緑
地
公
園
緑
蔭
広
場

（
成
田
東
２
―
７
）
�
昔
の
遊

び
、ハ
ッ
ピ
ー
ゴ
リ
ラ
の
手
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
�

無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

子
ど
も
の
文
化
を
育
て
る
会
・

岡
田
�
３
３
１
６
‐
９
８
６
４

�
人
仁
の
会 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
済
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

�
５
月　

日
�
午
後
５
時　

２７

３０

分
開
演
（
区
後
援
）
�
セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
出
演
＝
渥
美
二
郎
、
小
野
由

時
場

内

定

費

申

問

時

場

内

費

申

問

時

場

内

　

�
５
月　

日
�
午
後
２
時
開

１７

演
（
１
時　

分
開
場
）
�
杉
並

３０

会
館
（
上
荻
３
―　

―
５
）
�

２９

五
〇
〇
円
（
会
員
割
引
な
し
）

�
・
�
電
話
で
、
文
化
・
交
流

協
会
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

へ
（
先
着
順
）

�
日
本
・
ハ
イ
チ
共
和
国
国

交
樹
立
五
〇
周
年
記
念
事
業 

ハ
イ
チ
〜
日
本　

心
か

ら
心
へ

　

カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
中
南
米

の
国
「
ハ
イ
チ
共
和
国
」
に
映

画
と
音
楽
を
通
し
て
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。（
区
共
催
）

　

�
５
月　

日
�
午
後
６
時　

２６

３０

分
開
演
（
６
時
開
場
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
第
一
部
＝
映
画
「
ハ
イ
チ
〜

カ
リ
ブ
の
鼓
動
」
▽
第
二
部
＝

ハ
イ
チ
と
日
本
の
音
楽
家
に
よ

る
演
奏
▽
出
演
＝
ア
ゾ
ー
ル

（
太
鼓
・
歌
）、
ブ
ロ
ー
・
バ
ル

ク
ー
ル
（
ギ
タ
ー
・
歌
）、
占
部

三
竜
（
尺
八
）、
光
成
歌
能
子

（
琴
）
�
五
七
八
名
（
抽
選
）

�
無
料
�
・
�
電
話
ま
た
は
往

復
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
フ
ァ

ク
ス
で
、
代
表
者
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
、
入
場
希
望
者
数
を

時

場

費

申

問
時

場

内

定

費

申

問

お
子
さ
ん
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

�
　

二
人
の
京
劇
役
者
と
一
人
の

女
の
過
酷
な
運
命
を
描
く
カ
ン

ヌ
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
で

す（
レ
ス
リ
ー
・
チ
ャ
ン
主
演
）。

　

�
７
月
４
日
�
昼
の
部
＝
午

後
１
時　

分
〜
、
夜
の
部
＝
午

３０

後
６
時
〜（
開
場
は
三
〇
分
前
）

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
五
〇
〇
円
（
全
席

２２

３２

自
由
・
当
日
券
は
一
〇
〇
円
増

し
・
会
員
割
引
有
・
発
売
中
）

☆

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
①
文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―

　

―
５
杉
並
会
館
内
）
＝
初
日

２９は
電
話
予
約
の
み
、
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
②
区
役
所
一
階
コ

ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時　

分
③
地
域
区

３０

民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
８
時
④
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ（
５
月
７
日
�
か
ら
発
売
）

�
０
５
７
０
‐
０
２
‐
９
９
９

９
�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

◇
若
手
あ
と
お
し
落
語
会

　
　

「
三
遊
亭
亜
郎
」
勉
強
会

　

今
回
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

も
出
演
す
る
と
い
う
「
三
遊
亭

亜
郎
」
の
登
場
で
す
。

◇
海
外
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン 

「
さ
ら
ば
、
わ
が
愛 

　
　
　
　
　

覇
王
別
姫
」

時
場

費

問

��
杉
並
三
曲
協
会 

定
期
演
奏
会

　

日
本
の
伝
統
音
楽
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。（
区
共
催
）

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
開

１８

１１

演
（　

時　

分
開
場
）
�
セ
シ

１０

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
曲
目
＝
千
鳥
、茶
の
湯
音
頭
、

江
ノ
島
、
平
和
の
山
河
、
ほ
か

計
三
〇
曲
�
無
料
�
当
日
、
直

接
会
場
へ
�
杉
並
三
曲
協
会
・

江
川
�
３
２
２
３
‐
２
９
６
１

�
　

�
７
月　

日
�
午
後
６
時
開

１２

演
（
５
時　

分
開
場
）
�
ヴ
ァ

３０

ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
和
田
３
―

　

―　

）
�
出
演
＝
川
嶋
哲
郎

３０

２２

（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
・
ソ
プ
ラ

ノ
サ
ッ
ク
ス
）、
大
口
純
一
郎

（
ピ
ア
ノ
）、
米
木
康
志
（
ベ
ー

ス
）、
田
中
倫
明
・
岡
部
洋
一

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
�
三
〇

〇
〇
円
（
全
席
指
定
・
会
員
割

引
有
）
�
①
前
売
開
始
＝
５
月

２
日
�
午
後
１
時
②
未
就
学
の

時

場

内

費

申

問

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

◇
ｅ
ｗ
ｅ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
シ
リ
ー

ズ　

・
１
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ

Vol
ク
・
ジ
ャ
ズ
・
ラ
ウ
ン
ジ
」

時

場

内

費

他
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民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ
と

�
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

�
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

で
あ
る
こ
と
（
一
部
単
身
で
も

申
し
込
み
可
）
�
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
�
申
込
用
紙

配
布
期
間
＝
５
月
６
日
�
〜　
１５

日
�
（
休
日
を
除
く
）
▽
配
布

場
所
＝
住
宅
課
（
区
役
所
西
棟

五
階
）、
福
祉
事
務
所
、
区
民
事

務
所
・
分
室
（
土
・
日
曜
を
除

く
）、荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
土
曜
可
）
／
区
役
所
で
は
、

平
日
の
夜
間
お
よ
び
休
日
も
配

布
し
て
い
ま
す
▽
申
込
方
法
＝

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
５

月　

日
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
に

１９
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
�
詳
し
く
は
募
集
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
�
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
�
０

５
７
０
‐
０
１
０
８
１
０
（
５

月　

日
ま
で
）、
�
３
４
９
８
‐

１５
８
８
９
４
（　

日
以
降
）
ま
た

１６

は
区
住
宅
課（
い
ず
れ
も
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）

申

他

問

要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
５
月
６
日
〜　

日
１５

の
消
印
が
あ
り
、
５
月　

日
ま

１９

で
に
杉
並
郵
便
局
に
届
い
た
も

の
が
有
効
で
す
�
申
込
書
＝
５

月
６
日
〜　

日
に
住
宅
課
（
区

１５

役
所
西
棟
五
階
）、
区
民
事
務

所
・
分
室
、
福
祉
事
務
所
（
土
・

日
曜
を
除
く
）、荻
窪
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
土
曜
可
）
で
配
布

し
ま
す
▽
あ
き
室
待
ち
登
録
の

決
定
＝
抽
せ
ん
後
、
資
格
審
査

を
行
い
登
録
者
を
決
定
し
ま
す

�
住
宅
課

都
営
住
宅
（
あ
き
家
ほ

か
）
入
居
者

　

�
募
集
戸
数
＝
あ
き
家
＝
一

〇
一
六
戸
、
他
＝
五
〇
三
戸
�

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方

に
限
り
ま
す
�
都
内
に
居
住
す

る
成
年
者
で
、
そ
の
こ
と
が
住

他

問
内

対

は　

歳
以
上
の
方
と　

歳
以
上

６５

６０

の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
二
人

世
帯
の
方
（
夫
婦
ま
た
は
親
子

な
ど
の
二
親
等
以
内
の
血
族
に

限
る
）
�
現
在
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
�
区
内
に
引
き
続
き

二
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
�
自

立
し
て
生
活
が
営
め
る
方
、
ま

た
は
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た
介
護

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
立

し
た
生
活
が
営
め
る
方
�　

年
１３

１
月
〜　

月
の
世
帯
の
所
得

１２

が
、
単
身
世
帯
＝
三
二
一
万
六

〇
〇
〇
円
以
下
／
二
人
世
帯
＝

三
五
九
万
六
〇
〇
〇
円
以
下
の

方
▽
住
宅
の
予
定
使
用
料
（
月

額
）
＝
単
身
世
帯
＝
一
万
五
一

〇
〇
円
〜
四
万
二
〇
〇
円
／
二

人
世
帯
＝
一
万
九
五
〇
〇
円
〜

五
万
七
〇
〇
〇
円
▽
抽
せ
ん
日

＝
５
月　

日
�
�
申
込
書
に
必

２８

申

�
区
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の
里 

あ
き
室
待
ち
登
録
者

　

み
ど
り
の
里
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
住
宅

で
す
。

　

今
回
は
、
既
に
開
設
し
て
い

る
み
ど
り
の
里
の
「
あ
き
室
待

ち
登
録
者
」
を
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
き
室
が
で
た
と
き

に
入
居
で
き
る
方
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
く
も
の
で
す
。

　

�
登
録
期
間
＝
７
月
１
日
〜

　

年
６
月　

日
（
登
録
期
間
内

１６

３０

に
あ
き
室
が
出
な
い
と
入
居
で

き
ま
せ
ん
）
▽
募
集
数
＝
単
身

世
帯
用
＝
一
九
名
、
二
人
世
帯

用
＝
九
名
�
次
の
�
〜
�
の
す

べ
て
を
満
た
す
方
�　

歳
以
上

６５

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
。
ま
た

内

対 区
高
齢
者
住
宅

区
高
齢
者
住
宅「
み
ど
り
の
里
」

「
み
ど
り
の
里
」あ
き
室
待
ち
登
録
者

あ
き
室
待
ち
登
録
者

都
営
住
宅
（
あ
き
家
ほ
か
）
入
居
者

都
営
住
宅
（
あ
き
家
ほ
か
）
入
居
者

社
会
参
画
を
目
的
に
、地
域
中
・

高
校
生
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
　

年
度
は
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ

１４
ー
ト
や
ス
キ
ー
合
宿
、
児
童
館

ま
つ
り
中
・
高
校
生
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
自
主
企
画
の
実
施
や
、

中
・
高
校
生
に
と
っ
て
よ
り
使

い
や
す
い
児
童
館
の
あ
り
方
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

�
区
内
在
住
・
在
学
ま
た
は

区
立
児
童
館
を
利
用
し
て
い
る

中
学
生
・
高
校
生
�
活
動
日
＝

月
一
回
程
度
▽
委
員
会
を
設
置

対

内

４
月
１
日
以
降
）。

　

�
第
一
次
試
験
日
＝
６
月　
１５

日
�
�
試
験
区
分
・
採
用
予
定

数
＝
下
表
の
と
お
り
▽
試
験
案

内
（
申
込
書
）
の
配
布
場
所
＝

職
員
課
人
事
係
（
区
役
所
東
棟

五
階
）、
区
民
事
務
所
、
図
書
館

お
よ
び
特
別
区
人
事
委
員
会
事

務
局
�
�
郵
送
＝
５
月
９
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

（
〒　

‐
０
０
７
３
千
代
田
区

１０２

九
段
北
１
―
１
―
４
）
へ
�
持

参
＝
職
員
課
人
事
係
（
５
月　
１２

日
〜　

日
）
ま
た
は
特
別
区
人

１５

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
（
５

月　

日
〜　

日
）
へ
（
い
ず
れ

１６

２０

も
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

　

時
〜
午
後
５
時
）
�
特
別
区

１０人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
採

用
係
�
５
２
１
０
‐
９
７
８
７

（
二
四
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
�
３
２
６
１
‐
２
２
２
１
）

�
児
童
館 

地
域
中
・
高
校
生
委
員

　

中
・
高
校
生
の
、
地
域
の
中

で
の
居
場
所
作
り
・
意
見
表
明
・

時
内申

問

�高
井
戸
保
育
園
を
運
営

す
る
社
会
福
祉
法
人

　

区
立
高
井
戸
保
育
園
を
運
営

す
る
社
会
福
祉
法
人
を
公
募
し

ま
す
。
法
人
に
よ
る
運
営
開
始

は
、　

年
４
月
の
予
定
で
す
。

１６

　

�
都
内
で
認
可
保
育
所
を
運

営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
�

保
育
課
�
説
明
会
＝
５
月
８
日

�
午
前　

時
１０

特
別
区
職
員
�
類

　

特
別
区
（
東
京
二
三
区
）、
特

別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
、

特
別
区
競
馬
組
合
は
、
大
学
卒

業
程
度
の
能
力
を
有
す
る
職
員

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

（
採
用
は
、
原
則
と
し
て　

年
１６

対

問

他

す
る
児
童
館
＝
和
泉
�
３
３
２

８
‐
６
５
５
０
、堀
ノ
内
東
�
３

３
１
５
‐
７
９
２
３
、
成
田
西

�
３
３
９
１
‐
１
８
５
７
、
西

荻
南
�
３
３
３
４
‐
０
９
０
３
、

善
福
寺
�
３
３
９
５
‐
１
５
７

６
、
四
宮
森
�
３
３
９
５
‐
１

５
７
４
、高
井
戸
�
３
３
３
４
‐

０
９
０
２
�
電
話
ま
た
は
直

接
、
５
月
１
日
〜　

日
に
各
児

２３

童
館
へ
�
児
童
青
少
年
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
７
６
０

�
　

�
勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
▽
勤
務
日
な

ど
＝
土
曜
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時
▽
資
格
＝
ヘ
ル
パ

ー
二
級
以
上
▽
時
給
＝
九
五
〇

円
▽
募
集
人
数
＝
一
名
�
・
�

電
話
で
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
�

５
３
７
７
‐
７
０
２
５
へ

�「
知
る
区
ロ
ー
ド
の
日
」を

み
ん
な
の
手
で
つ
く
ろ
う
！ 

す
ぎ
ま
る
サ
ポ
ー
タ
ー

　

�
８
月
３
日
�
に
開
催
す
る

「
知
る
区
ロ
ー
ド
の
日
」
の
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
の
提
案
、
当
日

の
運
営
�
小
学
生
高
学
年
以
上

で
企
画
会
議
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

申

問

�
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

内

申

問

内

対

め
、
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を

伺
う
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。
懇
談
会
の
経
過
な
ど
に

つ
い
て
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◇
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

郵
送
ま
た
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
↓

（
仮
称
）「
小
柴
博
士
の
科
学
と

自
然
の
散
歩
み
ち
」）ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

�
建
設
課
設
計
係

問

�（
仮
称
）「
小
柴
博
士
の

科
学
と
自
然
の
散
歩
み

ち
」
を
検
討
す
る
懇
談

会
を
設
置
し
ま
す

　

区
で
は
、
小
柴
博
士
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
と
杉
並
名
誉
区
民

の
称
号
贈
呈
を
記
念
し
て
、（
仮

称
）「
小
柴
博
士
の
科
学
と
自
然

の
散
歩
み
ち
」
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
科
学
館
・
妙
正

寺
公
園
・
妙
正
寺
川
・
井
草
川

遊
歩
道
な
ど
、
下
井
草
・
清
水

地
域
の
貴
重
な
資
源
を
生
か
し

た
「
散
歩
み
ち
」
を
つ
く
る
た

に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
１
―　

―
３
）
▽
形
式

５６

＝
男
女
平
等
を
考
え
る
講
座
、

講
演
会
な
ど
�
応
募
資
格
＝
�

五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
構

成
員
の
三
分
の
二
以
上
が
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
あ
る
こ

と
�
政
治
活
動
ま
た
は
営
利
活

動
を
目
的
と
す
る
団
体
で
な
い

こ
と
な
ど
�
所
定
の
企
画
書

（
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
）

５６

へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３

‐
４
４
１
０
�
選
考
結
果
は
７

月
下
旬
に
通
知
予
定
で
す

対
申

問

他

に
参
加
で
き
る
方
�
ハ
ガ
キ
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
面

記
入
例
参
照
）
で
、「
知
る
区
ロ

ー
ド
の
日
に
や
っ
て
み
た
い
こ

と
な
ど
」
も
書
い
て
、
５
月　
１５

日
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

知
る
区
ロ
ー
ド
担
当　

３
３
１

FAX

２
‐
２
９
０
７
へ
�
同
担
当

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

区
民
企
画
事
業

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体

の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
経
費

は
予
算
の
範
囲
内
で
区
が
負
担

し
ま
す
。

　

�
実
施
時
期
＝
９
月
〜　

年
１６

２
月
末
ま
で
▽
実
施
会
場
＝
主

申問

内

〈特別区職員�類の試験区分・受験資格〉

主な受験資格
採　用
予定数

試験区分

日本国籍で学歴を問わず、
昭和５１年４月２日～昭和５７
年４月１日に生まれた方

約３３０名事　務
約２０名土木土木

造園 約５名造園
約１５名建　築
約３０名機　械
約４０名電　気

国籍、学歴を問わず、社会
福祉士、保育士または児童
指導員の資格を持ち、昭和
４９年４月２日～昭和５７年４
月１日に生まれた方

約１５名福　祉

日本国籍で学歴を問わず、
食品衛生監視員および環境
衛生監視員の資格を持ち、
昭和４９年４月２日～昭和５７
年４月１日に生まれた方

約１５名衛生
衛生
監視

約１０名化学

（注）１．受験資格などの詳細は、試験案内参照。
　　２．事務は、点字でも受験できます。
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４
月　

日
２１

付
広
報
６

面
「
カ
メ
ラ
で
こ
ん
に
ち
は
」

の
情
報
提
供
者
は
、「
山
田
ふ
さ

子
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び

　

楽
し
く
歩
い
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
あ
な
た
の
参
加
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す

る
資
金
作
り
に
役
立
ち
ま

す
。

　

今
回
は
、
杉
並
第
一
小
学

校
か
ら
桃
井
第
一
小
学
校
ま

で
の
コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、

ど
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
や
ゴ
ー
ル

地
点
で
は
、
ゲ
ー
ム
・
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
模
擬
店
･
抽

選
会
な
ど
、
楽
し
い
催
し
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
力
商
店
街
の
阿

佐
谷
北
交
友
会
・
荻
窪
教
会

通
り
か
ら
も
お
得
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時

２４

１０

〜　

時　

分
受
付
。
受
付
後

１１

３０

随
時
ス
タ
ー
ト（
雨
天
決
行
）

�
コ
ー
ス
＝
杉
並
第
一
小
学

校
↓
阿
佐
谷
北
商
店
街
↓
天

沼
東
公
園
↓
若
杉
小
学
校
↓

妙
正
寺
公
園
↓
井
草
地
域
区

時
内

民
セ
ン
タ
ー
↓
柿
木
図
書
館

↓
桃
井
第
一
小
学
校
�
大
人

五
〇
〇
円
、
小
学
生
一
〇
〇

円
（
参
加
費
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
資
金
に
な
り
ま
す
）

�
当
日
、
直
接
各
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
へ
�
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
内
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
３
実
行
委

員
会
�
５
３
０
６
‐
３
９
３

９　

５
３
０
６
‐
６
５
９
７

FAX

費

申

問

��������������������������������������������������
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平成１５（２００３）年５月１日（木曜日）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
す

ぎ
な
み
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
発
足
し
ま
し
た

　

杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
が
発

展
的
に
解
散
し
、
協
会
を
母
体

と
し
た
新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行

し
た
こ
と
を
機
会
に
環
境
問
題

全
般
を
扱
う
団
体
と
し
て
活
動

範
囲
を
広
げ
ま
す
。

　

な
お
、
集
団
回
収
や
家
具
の

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
続
け
て
行
い

ま
す
。

　

�
す
ぎ
な
み
環
境
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
阿
佐
谷
北
１
―
４
―
２

�
５
３
７
３
‐
８
９
４
１
）

４
月
に
接
種
で
き
な
か
っ
た

方
の
た
め
の 

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

日
時
と
会
場
の
保
健
セ
ン
タ

ー
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

個
別
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
追
加
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
、
次
回
は
秋
の
接

種
（　

月
・　

月
ご
ろ
の
予
定
）

１０

１１

と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
冊
子
の
中
の
ポ
リ

オ
の
予
診
票
を
切
り
離
し
て
、

問

必
要
事
項
を
記
入
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
っ
て
、
お
近
く
の

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

転
入
さ
れ
た
方
お
よ
び
７
歳

６
カ
月
未
満
で
未
接
種
の
方

は
、
各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

�
保
健
予
防
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
２
５
�
発
熱
・
下
痢
・

急
性
疾
患
な
ど
当
日
の
予
診
結

果
に
よ
っ
て
は
接
種
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

地
域
福
祉
活
動
立
上
げ

支
援
事
業

　

区
は
、
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
事
業
を
展
開
す
る
団

体
の
活
動
の
立
上
げ
や
継
続
・

拡
充
を
支
援
す
る
た
め
に
、
経

費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

�
活
動
開
始
や
継
続
・
拡
充

に
必
要
と
す
る
主
な
維
持
運
営

費
・
人
件
費
な
ど
▽
補
助
限
度

額
＝
�
活
動
開
始
＝
五
〇
〇
万

円
�
活
動
継
続
＝
三
五
〇
万
円

▽
期
間
＝
毎
年
申
請
し
、
原
則

と
し
て
三
年
間
�
対
象
団
体
＝

地
域
で
福
祉
活
動
を
す
る
区
民

参
加
型
団
体
な
ど
で
今
後
活
動

を
開
始
す
る
団
体
。
経
過
措
置

と
し
て　

年
４
月
１
日
以
降
に

１０

設
立
・
活
動
開
始
し
た
団
体
も

対
象
と
し
ま
す
▽
対
象
活
動
＝

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
移

送
サ
ー
ビ
ス
、入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、子
育
て
支
援
、

そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

◇
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

す
で
に
活
動
を
開
始
ま
た
は

こ
れ
か
ら
活
動
を
計
画
し
て
い

る
団
体
は
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
団
体
ご
と
の
相
談
会
も
開

催
し
ま
す
。

　

�
５
月　

日
�
午
後
１
時　

３０

３０

問

他

内

対

時

分
�
区
役
所
第
五
・
六
会
議
室

（
西
棟
六
階
）
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
地
域
福
祉
係
�
団
体

規
約
、
活
動
規
模
・
経
理
状
況
、

活
動
計
画
書
な
ど
活
動
の
内
容

が
わ
か
る
資
料
な
ど
が
あ
れ
ば

持
参
し
て
く
だ
さ
い

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
費
を
助
成
し
ま
す

　

�
区
内
の
販
売
店
で　

年　
１４

１１

月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
方
ま

た
は
購
入
予
定
の
方
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
�
区

内
在
住
�
購
入
し
た
生
ご
み
処

理
機
を
区
内
で
継
続
し
て
使
用

で
き
る
�　

年
度
中
に
コ
ン
ポ

１５

ス
ト
容
器
購
入
費
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
�
助
成
金
＝
本
体

購
入
価
格
の
二
分
の
一
（
上
限

二
万
円
）
▽
助
成
予
定
件
数
＝

五
〇
件
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面

記
入
例
参
照
）
に
購
入
（
予
定
）

機
種
・
購
入
理
由
も
書
い
て
、

５
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

３１

に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
（
抽

選
）。
当
選
通
知
を
受
け
た
後

に
、
領
収
書
ほ
か
必
要
書
類
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
�

同
係
�
生
ご
み
処
理
機
＝
生
ご

み
を
温
風
乾
燥
や
微
生
物
分
解

な
ど
で
減
量
・
消
滅
さ
せ
る
機

器
で
、
た
い
肥
化
で
き
る
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す

障
害
者
に
か
か
わ
る
国

の
手
当
額
の
改
定

　

４
月
分
か
ら
次
の
手
当
て
に

つ
い
て
、
支
給
額
が
改
定
に
な

り
ま
す
。
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

�
特
別
障
害
者
手
当
＝
二
万
六

六
二
〇
円

�
障
害
児
福
祉
手
当
＝
一
万
四

四
八
〇
円

�
経
過
的
福
祉
手
当
＝
一
万
四

場

申

問

他

対

内

申

問

他

四
八
〇
円

�
特
別
児
童
扶
養
手
当（
１
級
）

＝
五
万
一
一
〇
〇
円

�
特
別
児
童
扶
養
手
当（
２
級
）

＝
三
万
四
〇
三
〇
円

　

�
障
害
者
福
祉
係

難
病
患
者
の
方
へ

　

現
在
、
難
病
患
者
の
方
に
は

難
病
患
者
福
祉
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
（
月
額
一
万
六
五
〇

〇
円
）。新
規
は　

歳
未
満
の
方

６５

の
み
で
、
所
得
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
４
月
１
日
以
降
、
対

象
疾
病
の
「
先
天
性
血
液
凝
固

因
子
欠
乏
症
」「
血
液
凝
固
因
子

製
剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
症
」
を
統
合
し
、「
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
欠
乏
症
等

（
第
�
因
子
欠
乏
症
、
第
�
因

子
欠
乏
症
、第
�
因
子
欠
乏
症
、

第
�
因
子
欠
乏
症
、
第
�
因
子

欠
乏
症
、
第
�
因
子
欠
乏
症
、

第
�
因
子
欠
乏
症
、
第
	
因
子

欠
乏
症
、
第


因
子
欠
乏
症
、

第
�
因
子
欠
乏
症
、
フ
ォ
ン
・

ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
病
及
び
血
液

凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
起
因

す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
を
い
う
）」

と
し
ま
す
。
変
更
手
続
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

�
障
害
者
福
祉
係
ま
た
は
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

臨
時
休
館
日

　

５
月　

日
�
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

１０

人
す
ぎ
な
み
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
立
記
念
式
典
開
催
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

　

�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

図
書
館
の
臨
時
休
館

　

蔵
書
の
点
検
な
ど
を
行
う
た

問問問

め
、
右
表
の
と
お
り
休
館
し
ま

す
。

　

臨
時
休
館
中
も
、
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w

.lib
ra
ry
.c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.

to
k
y
o
.jp
/

）
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
は
受
け
付
け
ま
す
が
、
休

館
中
の
図
書
館
の
資
料
に
つ
い

て
は
通
常
よ
り
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

�
中
央
図
書
館
�
３
３
９
１

‐
５
７
５
４
ま
た
は
各
図
書
館

税
額
通
知
書
を
発
送
し

ま
す

　
　

年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

１５
民
税
（
特
別
徴
収
分
）
の
税
額

通
知
書
を
、
５
月
９
日
付
け
で

特
別
徴
収
義
務
者
（
給
与
支
払

者
）
へ
お
送
り
し
ま
す
。

　

�
課
税
課
特
別
徴
収
係

東
京
都
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

精
密
検
診
補
助
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
区
が
実
施
し

て
い
る
区
民
健
康
診
査
で
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
結
果
が「
陽
性
」

と
判
断
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

初
回
の
精
密
検
査
（
東
京
都
指

定
医
療
機
関
受
診
）に
つ
い
て
、

自
己
負
担
分
を
都
が
補
助
す
る

も
の
で
す
。

　

�
区
民
健
康
診
査
の
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
結
果
が
「
陽
性
」

問問対

と
判
断
さ
れ
た
方
�
精
密
検
診

場
所
＝
都
が
指
定
し
た
医
療
機

関
（
申
請
時
に
医
療
機
関
の
一

覧
表
を
お
渡
し
し
ま
す
）
▽
必

要
書
類
＝
�
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

検
査
受
診
票（
受
診
者
交
付
用
）

�
健
康
保
険
証
�
申
込
期
限
＝

区
民
健
康
診
査
受
診
日
か
ら
六

カ
月
以
内
、
た
だ
し
精
密
検
診

受
診
日
ま
で
の
期
間
を
含
み
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▽
申

請
窓
口
＝
杉
並
保
健
所
健
康
推

進
課
（
荻
窪
５
―　

―
１
�
３

２０

３
９
１
‐
１
０
１
５
）
�
同
課

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

�
５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１４

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。
区
か
ら
依
頼

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
勧
誘

す
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
区
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
早

め
に
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

�
建
築
課
建
築
監
理
係

内
申

問

時
場

申

他

問

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　

�
５
月
９
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

行
政
書
士
会
杉
並
支
部
�
０
１

２
０
‐
５
６
７
‐
５
３
７
／
社

会
保
険
労
務
士
会
杉
並
支
部
�

３
３
８
０
‐
２
４
６
１
／
区
政

相
談
課

�★
聴
覚
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
養
成
（
二
級
課
程
）
講
座

　

�
５
月　

日
〜
８
月　

日
の

１４

２０

主
に
水
曜
・
土
曜
日
（
計
一
七

回
）
と
実
習
（
計
四
回
）
�
高

円
寺
障
害
者
交
流
館
（
高
円
寺

南
２
―　

―　

）
ほ
か
�
資
格

２４

１８

取
得
後
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
く
意
志
の
あ
る
方
で
、
聴

覚
障
害
者
、
ま
た
は
手
話
に
よ

時
場

費

申

問

� �

時

場
対

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
可
能

な
方
�
四
〇
名
�
五
万
円
（
ほ

か
に
テ
キ
ス
ト
代
八
〇
〇
〇

円
）
�
・
�
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
に

生
き
る
�
５
３
１
１
‐
５
９
３

１　

３
６
５
５
‐
２
５
５
８
へ

FAX
★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

 
菖
蒲  
湯 
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

し
ょ
う
ぶ 

ゆ

　

�
５
月
５
日
�
午
後
４
時
〜

終
業
�
区
内
の
各
公
衆
浴
場
�

当
日
、
直
接
各
公
衆
浴
場
へ
�

都
公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
・

石
原
�
３
３
３
４
‐
８
４
０
２

（
正
午
以
降
）

定

費

申

問

時
場

申問

〈図書館の臨時休館日〉
休 館 日図 書 館 名

５月１２日∑～
１６日ª

宮　前（宮前５‐５‐
２７@３３３３‐５１６６）

５月１９日∑～
２３日ª

阿佐谷（阿佐谷北３‐
３６‐１４@５３７３‐１８１１）

５月２６日∑～
３０日ª

西荻（西荻北２‐３３‐
９@３３０１‐１６７０）

６月２日∑～
６日ª

成　田（成田東３‐２８
‐５@３３１７‐０３４１）

６月９日∑～
１３日ª

高円寺（高円寺南２‐
３６‐２５@３３１６‐２４２１）

６月１６日∑～
２０日ª

柿　木（上井草１‐６
‐１３@３３９４‐３８０１）

６月２３日∑～
２７日ª

高井戸（高井戸東１‐
２８‐１@３２９０‐３４５６）

６月３０日∑～
７月４日ª

南荻窪（南荻窪１‐１０
‐２@３３３５‐７３７７）

７月７日∑～
１１日ª

下井草（下井草３‐２６
‐５@３３９６‐７９９９）

土曜日のパパママ学級
５月２４日�午後１時３０分～４時
高円寺保健センター（〒１６６‐０００３高円寺
南３‐２４‐１５�３３１１‐０１１６）
【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初産のカ
ップル２０組（抽選）【参加費】無料【申込み】往復ハ
ガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日、
返信用のあて先を書いて、５月１４日 （必着）まで
に同保健センターへ

〈春のポリオ予防接種・５月の予備日〉
会場（保健センター）日　　程

荻　窪（荻窪５‐２０‐１）８日∫・１９日∑
・２２日∫

上井草（上井草３‐８‐１９）１２日∑
高円寺（高円寺南３‐２４‐１５）１６日ª・２１日π
高井戸（高井戸東３‐２０‐３）８日∫
和　泉（和泉４‐５０‐６）１４日π

（注）１．受付時間＝午後１時１５分～２時３０分（時間厳
守）。２．体温測定・予診票の確認後接種します（１
時３０分開始）。３．車での来場はご遠慮ください。

◆６月の胃がん検診◆

申 込 方 法対象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜
日までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当
（〒１６６‐０００４阿佐谷南３
‐４８‐８@３３９２‐４１１４）
へ。問い合わせは、健康
推進課@３３９１‐１０１５へ

３５歳以
上の区
民

６月の
木・金・
土曜日
午前９時
～午前中

保健医療センター
（荻窪５‐２０‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．受診する際は、自己負担金（１０００円）がかかりますので、受
診会場でお支払いください。なお、生活保護受給世帯の方は負担
金が免除されます。２.次のA～Dに該当する方は、申し込みをご遠
慮ください。A胃の手術を受けたことのある方B現在、胃および
十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方C妊娠中の方（また
は妊娠の可能性のある方）Dおおむね１年以内に区実施の胃がん
検診を受けた方。　３．ハガキ（１人１枚）に「６月の胃がん検診」
と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（１６年３月３１
日現在）・受診希望日を書いてください。申込締切日は必着。４．
申し込み多数の場合は、抽選。受診の可否・受付時間は、後日連
絡します。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
夜
の
道　

ラ
イ
ト
は

自
分
も　

照
ら
し
出
す
」

（
第
三
回
交
通
安
全
標
語
大
賞

最
優
秀
賞　

大
江
樹
さ
ん
の
作

品
）

　
　

年
に
区
内
で
発
生
し
た
自

１４
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
は
、
一

〇
八
七
件
と
、　

年
の
値（
五
七

１０

五
件
）
の
二
倍
近
く
に
ま
で
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗

り
物
で
す
が
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
守
ら
な
い
た
め
に
、
事
故

が
起
き
た
り
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

◇
歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
せ
ん
か

　

自
転
車
は
あ
く
ま
で
も
「
車

両
」
の
一
種
で
す
か
ら
、
歩
行

者
に
優
先
し
て
通
行
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
し

て
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
反
射
材
や
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

い
ま
す
か

　

自
転
車
利
用
中
に
は
、
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
事
故

が
未
然
に
防
げ
ま
す
。

　

特
に
夜
間
は
、
明
る
く
目
立

つ
服
装
に
す
る
こ
と
や
、
反
射

材
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
と
て

も
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
夕
方
や
夜
な
ど
、
暗

く
な
っ
た
ら
、
必
ず
ラ
イ
ト
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
ラ
イ
ト
を
つ

け
る
と
、
前
が
よ
く
見
え
る
だ

け
で
な
く
、
歩
い
て
い
る
人
や

車
を
運
転
し
て
い
る
人
か
ら
も

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

☆

　

�
交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警

察
署
（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０

１
１
０
／
高
井
戸
�
３
３
３
２

‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�
３
３
９

７
‐
０
１
１
０
）
へ

問

一
一
件
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、

七
件
が
二
輪
車
に
よ
る
事
故
で

す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や

自
分
の
運
転
技
術
を
過
信
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

ル
ー
ル
を
守
り
、
譲
り
合
い

の
気
持
ち
で
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

「
あ
の
車
が
こ
こ
ま
で
来
る

前
に
渡
れ
る
だ
ろ
う
」
と
思
い

込
ん
で
、
横
断
歩
道
で
な
い
と

こ
ろ
を
渡
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

無
理
せ
ず
注
意
し
て
行
動
し
、

事
故
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

◇
二
輪
車
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　
　

年
中
、
区
内
で
発
生
し
た

１４

運
動
の
重
点
事
項

�
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行

中
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

�
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

�
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

◇
区
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

　
　

年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

１４
者
数
は
一
二
名
と
、
前
年
よ
り

も
六
名
増
加
し
ま
し
た
。
死
者

数
が
六
名
で
あ
っ
た
前
年
と
比

べ
て
、
残
念
な
が
ら
再
び
一
〇

名
以
上
の
死
者
数
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

年
の
交
通
事
故
発
生
件
数

１４
は
三
二
七
三
件
、
負
傷
者
数
は

三
八
九
四
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

◇
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

　

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、

一
般
に
視
力
や
聴
力
な
ど
が
弱

く
な
っ
て
き
ま
す
。 ��������������
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〈視覚障害者会館の各種教室〉
開　　催　　日教室名（定員）

６月～１２月（８月を除く）の第１～３
火曜日と１６年１月の第２・３火曜日、
午前１０時～正午（計２０回）

点　　字
（２０名）Ａ

６月４・１１日、７月２・９・３０日、９月
３・２４日、１０月１・８・２２日、１１月５日
（いずれも水曜）の午前１０時～正午
（計１１回）

パソコン
（１０名）Ｂ

５月～１６年３月の第３水曜日（８月
を除く）の午前１０時３０分～午後１時
３０分（計１０回）

料　　理
（１５名）Ｃ

８月２７日π、１６年２月１１日¥の午後
１時３０分～３時３０分（計２回）三　　療Ｄ

※Ａ・Ｂ＝ボランティアの方も参加できます。Ｂ＝視
覚障害者にパソコンを指導するアシスタント養成
の講習です。マウスを使わず、パソコンが発する合
成音を聞きながらキー操作する方法を習得しま
す。Ｃ＝男性の方も奮ってご応募ください。Ｄ＝三
療資格が必要です。

　杉並区視覚障害者福祉協会が、区の委託を受けて
さまざまな事業を行っています。
◇一般の方を対象に、三療（ハリ･マッサージ･きゅ
う）を行っています
　�午前９時～午後９時（受付は午後７時まで／毎
週水曜、第３月曜休業）�一術＝初回４０００円、２回
目以降（３カ月有効）３６００円／二術＝初回５５００円、２
回目以降（３カ月有効）５０００円
◇三療施術者を募集しています
　ハリ・マッサージ・きゅう師の免許をお持ちの視
覚障害者で、自営または就職されることが困難な方
に対し、仕事の場を提供します。
◇各種教室
　�下表のとおり�無料�電話で、同会館へ（抽
選）。Ｄは、当日直接会場へ

時

費

内 費 申

杉並視覚障害者会館���������
（〒１６７‐００５２南荻窪３‐２８‐１０@３３３３‐３４４４）

�

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ソフトバレーボール
　�６月８日∂午前９時～午後９時�上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１）�種目＝フリーの部（コート内男子自由）、混合の部（コート内男子２名以下）、
女子の部�区内在住・在勤・在学で中学生以上の男女�３６チーム（１チーム６名以
上、初心者チーム歓迎）�１人５００円�・�５月１７日までに所定の申込用紙（区立
体育館にあります）と参加費を現金書留で、区ソフトバレーボール連盟・亀山米子
（〒１６７‐００４２西荻北５‐７‐１１‐４１０@５９３８‐８３３１）へ
�区民体育祭秋季大会
◇軟式野球（学童の部）
　�６月８日∂～�塚山公園野球場（下高井戸５‐２３‐１２）ほか�区内在住・在学
の小学生で編成されたチーム�１チーム低学年の部３０００円、高学年の部５０００円�
５月１８日∂午前１１時～午後２時に、参加費を持って塚山公園野球場へ�区少年軟
式野球連合協議会・加納@３３９０‐１０６９�審判も同時に募集します
�杉並区卓球選手権大会
　�６月８日∂午前９時～（区共催）�高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１）�種目
＝男女別シングルス（年代別）・ダブルス�区内在住・在勤・在学の方または区内の
クラブに所属し東京卓球連盟に加盟している方�シングルス６００円（高校生以下
４００円）、ダブルス１２００円�参加種目・住所・氏名・年齢・性別・電話番号、所属チーム
（あれば）を書いて、５月２７日（必着）までに参加費（定額小為替か切手または現金書
留）を添えて、区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１ñタマス）へ�同
連盟・大沼@３３１４‐６６２４（午前９時～午後５時）

�

�ソフトヨガ～ココロとカラダにやさしく語りかけましょう　○す 教室番号１７４８
　�６月１２日～７月１７日の毎週木曜日、午前９時～１１時（計６回）�高円寺体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�４０名（抽選）�１０００円�往復ハガキ（４
面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１２日（必着）までに高円寺体育館（〒１６６‐
０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ�同体育館@３３１２‐０３１３�託児（３歳～就学前）あり。車
およびバイクでの来館はできません
�初心者水泳　○す 教室番号１７７８
　�６月６日～７月４日の毎週月・金曜日、午前１０時～正午（計８回）�高井戸温
水プール �区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 �３２名（抽選）�

競技大会

時 場
内

対 定
費 申 問

時 場 対
費 申

問
他

時 場 内
対

費
申

問

スポーツ教室　○す …すぽーつねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定 費 申

問 他

時 場
対 定 費

３７００円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１３日（必着）まで
に高井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ�同プール�３３３１‐８６５２
�ストレッチ体操　○す 教室番号１８４０
　�６月６日～７月１１日の毎週金曜日、午後１時～３時（計６回）�妙正寺体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�４０名（抽選）�１０００円�往復ハガキ（４
面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１２日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐
００３３清水３‐２０‐１２）へ�同体育館@３３９９‐４２２４
�少年・少女ラグビー教室
　�５月１８日∂午後１時～５時（雨天時７月６日に延期・区後援）�井草森公園運
動場（井草４‐１２‐１）�区内在住・在学の小・中学生�無料�当日、直接会場へ�
杉並少年ラグビースクール・北村由紀子@３３９８‐１５５９（午後６時～９時）
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（A成人病予防BシェイプアップC体力アップ）を作成し、健康づくりのアド
バイスを行います。受付からアドバイス終了まで約１時間かかります。
　�５月１８日∂午前９時～午後６時�上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０組（個人および
ペア可）�４００円（入場料）�・�電話で、希望受付時間（受付時間は午前９時～２０
分ごとに１組）を上井草スポーツセンター@３３９０‐５７０７へ（先着順）
�弓道・アーチェリー認定講習会
　段位などをお持ちでない方に、技量に応じた利用証を発行します。
　�５月２４日º＝弓道、２５日∂＝アーチェリー／いずれも午後１時～５時�上井
草スポーツセンター・弓道場（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）�弓道またはアーチェ
リーの経験のある方�各３６名（先着順）�無料�・�電話で、実施日の１週間前ま
でに上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
�親子キャンプ教室
　�５月３１日º～６月１日∂（１泊２日・テント泊・現地集合解散）�高原パーク
横瀬（埼玉県秩父郡横瀬町大字芦ケ久保３７０‐１）�区内在住・在勤・在学の小学生
とその親�４５名（抽選）�１人６０００円�往復ハガキに教室名・住所、参加者全員の
氏名（フリガナ）・生年月日・年齢・性別、お子さんの学校名・学年、集合方法（車また
は電車）、食物アレルギーの有無を書いて、５月１２日（必着）までにú杉並区スポー
ツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ�同財団
@３３１２‐２１１１（区代表）�テントを持参したい方はその旨も記入してください
�青空体力づくり講座～からだほぐしから動きへ（気づきとコミュニケーション）
　�６月９日∑午前１０時～正午（９時４５分受付開始・区共催）�荻窪体育館（荻窪
３‐４７‐２）�横浜国立大学教授・高橋和子�区内在住・在勤・在学の方�２００円（保
険料含む、当日会場で納入）�８０名�往復ハガキ（４面記入例参照）で、５月１９日
（必着）までに青空体力づくり指導員協議会・笠原武子（〒１６８‐００６３和泉４‐１７‐３３）
へ�同協議会・近藤@３３９０‐９４３７�動きやすい服装で、上履きを持参してください

申
問

時 場
対 定 費 申

問

時 場
対 費 申 問

時 場
対 定

費 申 問

時 場
対

定 費 申 問

時 場
対

定 費 申

問
他

時 場
師 対 費

定 申

問 他

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、５月１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を越えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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区
民
意
見
の
提
出
手
続

区
民
意
見
の
提
出
手
続

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
ト
）

　

区
が
重
要
な
政
策
や
計
画
な

ど
を
策
定
す
る
際
に
、
事
前
に

案
を
公
表
し
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
伺
い
、
そ
れ
ら
を
政

策
な
ど
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
す
る
区
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。

　

�
企
画
課

◇
対
象
と
な
る
政
策
な
ど

�
基
本
構
想
の
案

�
区
の
総
合
的
な
施
策
に
関
す

る
計
画
の
策
定
お
よ
び
重
要
な

改
定
の
案
（
例
＝
基
本
計
画
、

実
施
計
画
、
行
財
政
改
革
計
画

な
ど
）

�
各
行
政
分
野
の
施
策
の
基
本

的
事
項
を
定
め
る
計
画
の
策
定

お
よ
び
重
要
な
改
定
の
案
（
例

＝
保
健
福
祉
計
画
、
環
境
基
本

計
画
な
ど
）

�
区
政
の
基
本
事
項
を
定
め
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
条
例
の
制

定
、
廃
止
お
よ
び
重
要
な
改
正

の
案
（
例
＝
自
治
基
本
条
例
、

問

情
報
公
開
条
例
、
行
政
手
続
条

例
な
ど
）

�
区
民
・
事
業
者
に
義
務
を
課

し
、
ま
た
は
権
利
を
制
限
す
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
条
例
の
制

定
お
よ
び
廃
止
の
案
。
改
正
す

る
条
例
の
う
ち
区
民
・
事
業
者

に
新
た
に
義
務
を
課
し
、
ま
た

は
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
条
例
の
案
（
例
＝
生

活
安
全
及
び
環
境
美
化
に
関
す

る
条
例
な
ど
）

�
区
政
の
基
本
事
項
を
定
め
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
規
則
の
制

定
、
廃
止
お
よ
び
重
要
な
改
正

の
案

�
そ
の
他
、
区
民
生
活
ま
た
は

事
業
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
政
策
な
ど
の
案
の
う
ち
、

区
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

※
こ
の
制
度
は
、
５
月
１
日
以

降
の
手
続
き
に
適
用
し
ま

す
。
ま
た
、
法
令
改
正
に
よ

る
も
の
や
緊
急
性
を
要
す
る

も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。

　

区
政
の
重
要
事
項
に
つ
い

て
、
広
く
区
民
の
意
見
を
直
接

聴
く
必
要
が
あ
る
と
き
に
、
区

議
会
の
議
決
を
経
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
民
投
票
は
、　

歳
以
上
の

１８

区
民
（
永
住
外
国
人
を
含
む
）

の
五
〇
分
の
一
（
現
在
約
九
〇

〇
〇
人
）
以
上
の
署
名
で
請
求

で
き
ま
す
（
正
式
な
数
は
、
請

求
申
請
が
あ
っ
た
時
点
で
算
定

し
告
示
し
ま
す
）。

◇
請
求
の
手
続
き

　

請
求
す
る
た
め
に
署
名
の
収

集
を
始
め
る
に
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�
総
務
課

問

◇
永
住
外
国
人
の
方
は
届
出
を

　

永
住
外
国
人
の
方
が
請
求
資

格
を
得
る
に
は
、
請
求
資
格
者

名
簿
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
在
留
資
格
が「
永
住
者
」

ま
た
は
「
特
別
永
住
者
」
で
、

引
き
続
き
三
カ
月
以
上
杉
並
区

に
住
所
を
有
し
、
登
録
を
希
望

す
る
方
は
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

�
外
国
人
登
録
係

▽
届
出
場
所

・
外
国
人
登
録
係
（
区
役
所
東

棟
一
階
）、
区
民
事
務
所
区
民

係
・
分
室
、
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー

・
外
国
人
登
録
証
明
書
を
本
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問

審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
へ
の

審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
へ
の

区
民
参
加

区
民
参
加

　

審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
の
運

営
を
区
民
に
一
層
開
か
れ
た
も

の
と
し
、
幅
広
く
区
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
審
議
会
や
懇
談
会
な
ど

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

　

�
企
画
課

◇
委
員
の
選
任
基
準
な
ど

　

会
議
の
目
的
や
性
格
に
応
じ

て
公
募
で
委
員
を
広
く
募
集
す

る
な
ど
、
委
員
の
選
任
方
法
や

問

在
任
期
間
、
委
員
数
な
ど
の
基

準
を
定
め
ま
し
た
。

◇
会
議
の
活
性
化
な
ど

　

土
・
日
曜
日
や
夜
間
に
会
議

を
開
い
て
傍
聴
機
会
を
増
や
し

た
り
、「
広
報
す
ぎ
な
み
」
や
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
の
開
催

日
時
や
議
事
録
を
公
表
す
る
な

ど
、
審
議
内
容
を
広
く
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
議
の

活
性
化
や
様
々
な
情
報
が
得
や

す
い
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
す
。

急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

東京都保健医療情報センターひまわり�５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

平日:午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１－１５９９

�３３９８－５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

土曜日：午後１時～午後１０時
（受付は午後９時３０分まで）

（耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時

（受付は午後９時３０分まで）
（午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

日曜・祝日：午前９時～午後５時【歯  科】

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９

　

小
学
校
就
学
前
（
６
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　
３１

日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て

い
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

は
、
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�
�
杉
並
区
に
住
所
が
あ
る

こ
と
（
外
国
人
を
含
む
）
�
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
こ
と
�
左
表
で
定

め
る
所
得
限
度
額
未
満
で
あ
る

こ
と
�
手
当
月
額
＝
第
一
子
、

第
二
子
＝
各
五
〇
〇
〇
円
／
第

三
子
以
降
＝
一
人
に
つ
き
一
万

円
▽
所
得
制
限
＝　

年
中
の
所

１４

得
金
額
か
ら
Ｂ
表
で
該
当
す
る

控
除
額
を
差
し
引
い
た
後
の
金

額
が
、
Ａ
表
の
限
度
額
未
満
で

対
内

あ
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
▽
所

得
金
額
＝
給
与
所
得
者
＝
源
泉

徴
収
票
の
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
／
事
業
所
得
者
＝
確
定
申

告
書
の
所
得
金
額
�
区
役
所
、

区
民
事
務
所
・
分
室
、
荻
窪
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
�
�
す
で
に
手
当
を

受
給
し
て
い
て
、
養
育
し
て
い

る
児
童
の
数
の
変
わ
ら
な
い
方

は
、
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
�
申
請
（
認
定
請
求
）
を

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
５
月　

日
ま
で
に
申

３１

請
す
れ
ば
、
６
月
分
か
ら
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
す
�
左
表
は
６

月
１
日
に
改
定
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
�
児
童
福
祉
係

申

他問

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当

児
童
手
当　
〜
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
を

〈Ｂ表―所得からの控除額〉
８万円一律控除
２７万円勤労学生・寡婦・寡夫控除
３５万円特別寡婦控除
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）
控　除
相当額

雑損・医療費・小規模企業共済
等掛金控除

６万円老人扶養控除（１人につき）

�意見などの取り扱い

・公表する内容＝政策などを策定したときは、提
出された意見などの概要、それに対する区の考え
方、案を修正した場合はその内容を公表します。

〈区民意見の提出手続きの流れ〉

��������	
��������	
（パブリックコメント）（パブリックコメント）����
��������	
�����������	
���

　区民が、地域のことをみんなで考え、行動し、住みよいまち杉並を、力を合わせてつ
くっていくための大切なしくみとなる「自治基本条例」がスタートしました。この条例
は、区の自治の基本事項や区民の区政への参画と協働のしくみなどを定めています。
　今号では、区民の皆さんの区政への参画機会の拡充や、開かれた区政を進めるための
制度として創設した「区民意見の提出手続（パブリックコメント）」、「住民投票制度」
などについて、その概要をお知らせします。

� ������������������������������������������������������������������������������������

◇
案
の
公
表
方
法

�
公
表
す
る
資
料
…
政
策
な
ど

の
案
お
よ
び
案
を
作
成
し
た
趣

旨
･
目
的
･
背
景
な
ど
の
分
か

る
資
料

�
公
表
の
方
法
…
「
広
報
す
ぎ

な
み
」
へ
の
概
要
の
掲
載
お
よ

び
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
担
当
課
、
区
政
資
料

室
、
図
書
館
、
区
民
事
務
所
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆５月１日「杉並区自治基本条例」施行◆

住
民
投
票
制
度

住
民
投
票
制
度

�実施の予告

　政策などの案の公表の１０日前までに「広報すぎ
なみ」と区ホームページで、案の名称・意見の提
出期間・資料の入手方法・担当課について予告を
行います。

�意見などの提出

・提出期間＝概要を「広報すぎなみ」に掲載した
日から、原則として２週間以上。
・提出方法＝閲覧場所への書面での提出、郵便、
ファクス、電子メール、区ホームページへの書
き込みなど。
・氏名などの明示＝意見などを提出する方は、住
所･氏名（在勤･在学者は勤務先･通学先の所在地
と名称も、また事業者は所在地・名称・代表者
名）を明示していただきます。

〈Ａ表―所得限度額〉　　（５月１日現在）
厚生年金等
加入者

国民年金加入者・
年金未加入者扶養人数

４６０万円３０１万円０人
４９８万円３３９万円１人
５３６万円３７７万円２人
 ５７４万円４１５万円３人

（注）１．以下扶養人数が１人増すごとに、所得
限度額は３８万円増加します。２．扶養人
数＝税法上の扶養人数。


